


広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ

　
第
１
回
み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
各
種
目
、
２
位
ま
で
に

入
っ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　
①
清
川
Ｃ
＝
小
田
美
津
穂
、
長

瀧
美
里
、
中
本
初
美
、
②
た
か
ぎ

＝
下
村
知
佳
子
、
土
井
麻
由
美
、

片
家
肇

田
）、
▼
同
女
子
＝
①
西
原
か
な

枝
（
山
内
）・
花
光
亜
未
夕
（
新

町
）、
②
郡
康
代
（
北
道
）・
栗
山

千
登
世
（
西
本
庄
）
▼
Ｂ
級
＝
①

樫
山
恵
一
（
筋
）、
鈴
木
英
利
（
谷

口
）、
②
下
﨑
精
次
（
片
町
）、
玉

段
真
吾
（
熊
瀬
川
）、
▼
中
学
生
男

子
＝
①
小
谷
恒
人
（
南
部
中
２

年
）・
有
本
好
則
（
同
）、
②
湯
川

諒
（
同
）・
松
根
和
輝
（
同
）、
▼

同
女
子
＝
①
爰
川
亜
有
美
（
同
）・

杉
本
真
央
（
同
）、
②
上
田
美
里

（
上
南
部
中
２
年
）・
谷
真
里
奈

（
同
）

　
①
ト
イ
・
プ
ー
ド
ル
＝
坂
本
純

一
、
清
水
勝
則
、
米
澤
弘
喜
、
湯

川
功
、
清
水
禎
子
、
米
澤
美
智
代
、

湯
川
久
美
、
吉
本
光
子
、
②
安
村

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ
＝
西
山
恒

夫
、
佃
早
苗
、
庄
司
と
よ
子
、
西

山
美
也
子
、
前
山
美
幸
、
城
戸
勅

男
、
蕨
野
睦
尋
、
安
村
龍
彦

２
年
＝
①
久
保
雄
嗣
（
同
）
４
分

18
秒
８
、
▼
同
４
年
＝
①
築
山
叶

（
同
）
３
分
37
秒
７
、
▼
同
女
子
２

年
＝
①
丸
山
矩
加
（
岩
代
）
３
分

38
秒
１
、
②
丸
山
紗
加
（
同
）
３

分
40
秒
４
、
▼
同
４
年
＝
①
丸
山

由
梨
乃
（
同
）
３
分
16
秒
３
、
②

桂
有
希
（
南
部
）
３
分
23
秒
９
、
▼

同
６
年
＝
桂
芽
以
（
同
）
３
分
14

秒
９
、
▼
１
０
０
０
㍍
男
子
３
年

＝
①
中
家
和
音
（
同
）
４
分
35
秒

６
、
②
池
端
一
真
（
同
）
４
分
54

秒
２
、
▼
１
５
０
０
㍍
男
子
６
年

＝
①
土
井
健
太
郎
（
同
）
５
分
38

秒
７
、
②
中
家
優
（
同
）
６
分
７

秒
４
、
▼
走
幅
跳
男
子
１
年
＝
①

田
村
壮
（
同
）
１
㍍
29
、
▼
同
２

年
＝
①
﨑
山
翼
（
同
）
１
㍍
88
、
②

田
中
随
典
（
同
）
１
㍍
61
、
▼
同

３
年
＝
①
中
家
和
音
（
同
）
２
㍍

46
、
②
池
端
一
真
（
同
）
２
㍍
32
、

▼
同
４
年
＝
①
築
山
叶
（
同
）
２

㍍
58
、
▼
同
６
年
＝
①
土
井
健
太

郎（
同
）４
㍍
１
、②
中
家
優（
同
）

３
㍍
65
、
▼
同
女
子
１
年
＝
①
中

家
美
音
（
同
）
１
㍍
58
、
▼
同
２

年
＝
①
築
山
杏
菜
（
同
）
２
㍍
18
、

▼
同
４
年
＝
①
尾
崎
美
穂

（
岩

代
）
２
㍍
63
、
②
桂
有
希
（
南
部
）

２
㍍
55
、
▼
同
５
年
＝
①
前
山
実

希（
同
）２
㍍
83
、②
二
葉
菖（
同
）

２
㍍
59
、
▼
同
６
年
＝
①
桂
芽
以

（
同
）
２
㍍
66
、
▼
走
高
跳
男
子
１

年
＝
①
田
村
壮
（
同
）
75
㌢
、
▼

同
２
年
＝
①
﨑
山
翼
（
同
）
85
㌢
、

②
田
中
随
典
（
同
）
85
㌢
、
▼
同

３
年
＝
①
池
端
一
真
（
同
）
１
㍍
、

②
中
家
和
音
（
同
）
85
㌢
、
▼
同

４
年
＝
①
築
山
叶
（
同
）
95
㌢
、
▼

同
６
年
＝
①
土
井
健
太
郎
（
同
）

１
㍍
20
、
②
升
崎
達
也
（
同
）
１

㍍
20
、
▼
同
女
子
２
年
＝
築
山
杏

菜
（
同
）
90
㌢
、
▼
同
４
年
＝
①

桂
有
希
（
同
）
90
㌢
、
②
田
中
晃

子
（
同
）
90
㌢
、
▼
ボ
ー
ル
投
げ

男
子
１
年
＝
①
田
村
壮
（
同
）
７

㍍
15
、
▼
同
２
年
＝
久
保
雄
嗣

（
同
）
21
㍍
32
、
②
田
中
随
典
（
同
）

10
㍍
２
、
▼
同
３
年
＝
①
中
家
和

秒
４
、
▼
３
０
０
０
㍍
＝
①
中
原

優
（
同
）
10
分
９
秒
９
、
②
西
山

航
平
（
同
）
10
分
23
秒
１
、
▼
走

幅
跳
男
子
＝
①
畑
野
貴
哉
（
同
）

４
㍍
88
、
②
冨
貴
崇
伸
（
南
部
）
４

㍍
71
、
▼
同
女
子
＝
①
中
島
可
南

子
（
上
南
部
）
３
㍍
22
、
▼
三
段

跳
＝
①
畑
野
貴
哉
（
同
）
８
㍍
62
、

②
植
野
慶
太
（
同
）
７
㍍
53
、
▼

走
高
跳
男
子
＝
①
井
戸
康
太
（
南

部
）
１
㍍
50
、
▼
同
女
子
＝
①
亀

山
実
奈
子
（
上
南
部
）
１
㍍
25
、
②

武
田
直
子
（
同
）
１
㍍
15
、
▼
砲

丸
投
男
子
＝
①
松
川
宗
暉

（
南

部
）
８
㍍
42
、
②
植
野
慶
太
（
上

南
部
）
５
㍍
15
、
▼
同
女
子
＝
①

大
﨑
か
な
（
南
部
）
12
㍍
74
、
▼

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
男
子
＝
①

松
川
宗
暉
（
同
）
43
㍍
５
、
②
中

原
優
（
上
南
部
）
38
㍍
20
、
▼
同

女
子
＝
①
大
﨑
か
な
（
南
部
）
29

㍍
32
、
②
楠
本
紋
加
（
同
）
12
㍍

84　
▼
砲
丸
投
＝①
築
山
頌
子

（
堺
）
６
㍍
75
、
▼
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク

ス
ロ
ー
＝
築
山
頌
子
（
同
）
18
㍍

55

　
①
高
城
＝
畑
谷
昇
、
湯
川
ス

ヱ
、森
村
絹
代
、大
前
智
鶴
子
、龍

神
賢
次
、
②
清
川
＝
山
崎
鐡
夫
、

山
崎
ミ
カ
ヱ
、
石
上
ミ
ユ
キ
、
下

向
雅
子
、
山
本
ヨ
シ
ヱ

　
▼
50
㍍
男
子
１
年
＝
①
田
村
壮

（
南
部
）
11
秒
２
、
▼
同
２
年
＝
①

久
保
雄
嗣
（
同
）
９
秒
６
、
②
﨑

山
翼
（
同
）
10
秒
０
、
▼
同
３
年

＝
①
中
家
和
音
（
同
）
９
秒
９
、
②

池
端
一
真
（
同
）
10
秒
０
、
▼
同

女
子
１
年
＝
①
中
家
美
音
（
同
）

11
秒
０
、
▼
同
２
年
＝
①
築
山
杏

菜
（
同
）
10
秒
０
、
▼
１
０
０
㍍

男
子
４
年
＝
①
築
山
叶
（
同
）
18

秒
０
、
▼
同
６
年
＝
①
土
井
健
太

郎
（
同
）
15
秒
２
、
②
升
崎
達
也

（
同
）
15
秒
８
、
▼
同
女
子
２
年
＝

①
丸
山
矩
加
（
岩
代
）
19
秒
１
、
②

丸
山
紗
加
（
同
）
20
秒
０
、
▼
同

４
年
＝
①
丸
山
由
梨
乃
（
同
）
17

秒
４
、
②
尾
崎
美
穂
（
同
）
17
秒

６
、
▼
同
５
年
＝
①
前
山
実
希

（
南
部
）
17
秒
２
、
②
二
葉
菖
（
同
）

18
秒
１
、
▼
同
６
年
＝
①
桂
芽
以

（
同
）
17
秒
９
、
▼
８
０
０
㍍
男
子

音
（
同
）
30
㍍
21
、
②
池
端
一
真

（
同
）
15
㍍
29
、
▼
同
４
年
＝
①
築

山
叶
（
同
）
27
㍍
72
、
▼
同
６
年

＝
①
土
井
健
太
郎
（
同
）
53
㍍
69
、

②
升
崎
達
也
（
同
）
51
㍍
85
、
▼

同
女
子
２
年
＝①
築
山
杏
菜

（
同
）
12
㍍
17
、
▼
同
４
年
＝
①
森

本
瑠
加
（
同
）
17
㍍
20
、
②
田
中

晃
子
（
同
）
９
㍍
44

　
▼
１
０
０
㍍
男
子
＝
①
畑
野
貴

哉
（
上
南
部
）
14
秒
０
、
②
大
﨑

達
也
（
南
部
）、
植
野
慶
太
（
上
南

部
）
14
秒
３
、
▼
同
女
子
＝
三
尾

由
莉
（
南
部
）
15
秒
１
、
中
島
可

南
子
（
上
南
部
）
16
秒
１
、
▼
４

０
０
㍍
＝
冨
貴
崇
伸
（
南
部
）
59

秒
４
、
②
谷
川
祐
生
（
同
）
68
秒

３
、
▼
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
男
子

＝
①
大
﨑
達
也
（
同
）
21
秒
４
、
②

植
野
慶
太
（
上
南
部
）
21
秒
６
、
▼

同
女
子
＝
①
武
田
直
子
（
同
）
20

秒
３
、
②
中
島
可
南
子
（
同
）
21

秒
３
、
▼
８
０
０
㍍
男
子
＝
①
中

原
優
（
同
）
２
分
21
秒
７
、
②
西

山
弘
晃
（
同
）
２
分
23
秒
７
、
▼

同
女
子
＝
①
中
島
早
弥
子
（
同
）

２
分
49
秒
８
、
②
池
添
美
紗
貴

（
同
）
２
分
58
秒
５
、
▼
１
５
０
０

㍍
＝
①
中
原
優
（
同
）
４
分
49
秒

８
、
②
團
栗
寛
納
（
同
）
４
分
56

　
①
高
城
＝
谷
前
政
宜
、
土
井
政

啓
、
石
橋
勝
、
冨
山
勝
、
金
川
博

巳
、
大
畑
佳
久
、
井
戸
昭
人
、
大

前
琢
也
、樫
本
康
浩
、廣
野
豊
、船

谷
長
弘
、
龍
神
賢
吾
、
締
川
義
男
、

伏
見
守
生
、
山
本
実
、
古
谷
利
具
、

②
岩
代
＝
爰
川
輝
彦
、
久
保
大

渉
、
谷
川
裕
久
、
石
橋
護
、
中
村

守
、
水
口
淳
、
田
中
久
、
森
坂
正

宏
、
山
添
浩
二
、
久
保
元
希
、
有

本
義
宣
、
大
﨑
陽
司

1919191919２２２２２３３３３３

　
①
東
本
庄
＝
山
﨑
和
之
、
尾
田

賢
治
、
中
松
敬
史
、
植
野
篤
、
土

畑
大
人
、
井
口
浩
武
、
竹
中
は
や

と
、
笹
原
晃
、
森
本
悟
史
、
森
本

博
徳
、
古
久
保
あ
か
り
、
赤
坂
達

哉
、
佐
々
木
浩
司
、
寺
本
典
之
、
久

保
富
一
、
②
Ｒ-

16
＝
中
早
大
輔
、

大
江
真
範
、
爰
川
友
志
、
有
本
圭

吾
、
澤
井
則
幸
、
西
一
馬
、
川
崎

真
吾
、
向
井
美
雄
、
竹
中
幸
恵
、
中

本
善
清
、
佐
々
木
研
太
、
古
谷
寿

章
、
江
向
泰
紀
、
大
山
智
史
、
大

木
正
規
、
木
下
慧
太

　
▼
Ａ
級
男
子
＝①
阪
本
広
大

（
南
道
）・
中
井
悠
介
（
芝
）、
②
尾

﨑
聡
（
埴
田
）・
政
井
浩
二
（
埴



低
調
で
し
た
が
、
第
２
期
、
特
に

役
場
第
１
庁
舎
な
ど
を
デ
マ
ン
ド

停
留
所
と
し
て
追
加
し
た
７
月
か

ら
増
え
て
い
ま
す
。
利
用
目
的
は

通
院
、
買
い
物
が
並
び
、
温
泉
行

き
は
わ
ず
か
で
す
。

　
第
１
期
・
第
２
期
の
試
行
運
行

に
要
し
た
経
費
は
１
２
３
０
万
１

１
９
０
円
で
、
そ
の
う
ち
利
用
者

か
ら
の
運
賃
収
入
は
１
６
８
万
１

０
０
円
で
13
・
７
％
を
占
め
ま

７
・
４
％
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
・

岩
代
１
％
の
順
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
山
間
部
も
ゆ
る
や
か

な
が
ら
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
４

月
か
ら
は
、
デ
マ
ン
ド
方
式
に
切

り
替
え
た
コ
ミ
バ
ス
が
毎
月
ほ
ぼ

20
％
超
え
と
割
合
を
伸
ば
し
て
き

ま
し
た
。(

表
３)

　
こ
れ
は
、
４
人
乗
り
と
９
人
乗

り
と
い
う
乗
員
数
の
違
い
も
あ
り

ま
す
が
、
山
間
部
が
１
回
の
運
行

ご
と
の
委
託
費
用
と
１
か
月
単
位

の
定
額
委
託
費
用
が
か
か
る
の
に

対
し
て
、
コ
ミ
バ
ス
が
定
額
委
託

費
用
の
み
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
岩
代
は
山
間
部
と
同
じ

費
用
負
担
で
す
が
、
７
月
以
降
の

利
用
者
増
に
よ
り
、
９
月
は
14
％

と
他
の
路
線
に
近
づ
き
ま
し
た
。

　
第
２
期
か
ら
、
み
な
べ
ス
タ
ン

プ
協
同
組
合
が
商
業
振
興
の
た
め

に
、
み
す
き
ぃ
満
点
カ
ー
ド
と
交

換
で
き
る
乗
車
券
を
発
行
し
ま
し

た(

満
点
カ
ー
ド
１
枚
と
乗
車
券

７
枚
を
交
換
な
ど)

。
そ
の
発
行

枚
数
は
、
コ
ミ
バ
ス
が
３
０
６
枚

で
利
用
者
総
数
の
14
％
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
が
５
３
７
枚
で
同
20

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

観
梅
時
期
の
２
月
は
１
・
９
人
、

３
月
は
２
・
２
人
に
な
り
ま
し

た
。
平
均
す
る
と
第
１
期
の
１
運

行
あ
た
り
の
利
用
者
数
は
１
・
４

人
に
な
り
ま
す
。

　
第
２
期
は
、
注
文
を
受
け
て
か

ら
走
る
デ
マ
ン
ド
方
式(

９
人
乗

り
ワ
ゴ
ン
車)

に
変
更
し
、
そ
の

１
運
行
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数

は
２
・
７
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ミ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ

コ ミ バ ス

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

山間西部
山間東部
計

岩代西部
岩代東部
計

2,002
749
751
1,500
31
82
113
3,615
2,193
1,277
1,079
2,356
65
221
286
4,835

4,195
2,026
1,830
3,856
96
303
399
8,450

利用者
数

1,480
306
327
633
20
56
76

2,189
814
468
407
875
42
125
167
1,856

2,294
774
734
1,508
62
181
243
4,045

運 行
回 数

392,000
149,000
150,200
299,200
6,200
16,400
22,600
713,800
438,000
255,300
215,800
471,100
13,000
44,200
57,200
966,300

830,000
404,300
366,000
770,300
19,200
60,600
79,800

1,680,100

3,231,000
848,670

1,381,440
2,230,110
405,000
475,680
880,680

6,341,790
2,100,000
1,331,200
1,605,800
2,937,000
431,200
491,200
922,400

5,959,400

5,331,000
2,179,870
2,987,240
5,167,110
836,200
966,800

1,803,080
12,301,190

運行経費

2,839,000
699,670

1,231,240
1,930,910
398,800
459,280
858,080

5,627,990
1,662,000
1,075,900
1,390,000
2,465,900
418,200
447,000
865,200

4,993,100

4,501,000
1,775,570
2,621,240
4,396,810
817,000
906,280

1,723,280
10,621,090

運行経費
の う ち
町負担分

12.1％
17.6％
10.9％
13.4％
1.5％
3.4％
2.6％
11.3％
20.9％
19.2％
13.4％
16.0％
3.0％
9.0％
6.2％
16.2％

15.6％
18.5％
12.3％
14.9％
2.3％
6.3％
4.4％
13.7％

運行経費に
占める運賃
収入の割合

1,418
934

1,639
1,287
12,865
5,601
7,594
1,557
758
843

1,288
1,047
6,434
2,023
3,025
1,033

1,073
876

1,432
1,140
8,510
2,991
4,319
1,257

利用者１人
あ た りの
町負担額

第
１
期(

17
年
10
月
〜
18
年
３
月)

コ ミ バ ス

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

山間西部
山間東部
計

岩代西部
岩代東部
計

第
２
期(

18
年
４
月
〜
18
年
10
月)

コ ミ バ ス

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

山間西部
山間東部
計

岩代西部
岩代東部
計

合 計

合 計

合 計

運行経費
の う ち
運賃収入(人) (回)

　
試
行
運
行
期
間
中
の
期
別
の
利

用
者
数
や
要
し
た
経
費
な
ど
は
表

１
の
通
り
、
ま
た
、
毎
月
の
利
用

者
数
合
計
の
１
年
間
の
推
移
は
表

２
の
通
り
で
す
。

　
コ
ミ
バ
ス
は
、
第
１
期
は
固
定

ル
ー
ト
方
式(

24
人
乗
り
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
乗
客
が
い
な
く
て
も
決

ま
っ
た
路
線
を
時
間
通
り
に
走
行

す
る
方
式)

で
、
開
始
当
初
10
月

は
１
運
行
あ
た
り
の
１
か
月
平
均

利
用
者
数
は
０
・
８
人
で
し
た
。

そ
の
後
、
路
線
上
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
乗
降
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
運
休
日
を
火
曜
日
に
し
日
曜

日
も
運
行
す
る
よ
う
に
し
た
り
し

た
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
と
増
え
、

(単位：円)

　
合
併
１
周
年
の
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
試
行
運
行
が
始
ま
っ

た
コ
ミ
バ
ス(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス)

と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、お

客
さ
ん
の
予
約
を
受
け
て
か
ら
、路
線
に
従
っ
て
お
客
さ
ん
を
乗
せ

な
が
ら
目
的
地
ま
で
走
る
乗
り
合
い
型
の
交
通
機
関
で
す
。

　
試
行
運
行
は
、コ
ミ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
高
齢

者
な
ど
交
通
弱
者
の
通
院
、買
い
物
な
ど
の
有
効
な
交
通
手
段
と
し

て
、
ま
た
、
商
店
街
へ
の
集
客
手
段
と
し
て
成
り
立
つ
か
ど
う
か
を

検
証
す
る
た
め
に
、、
第
１
期(

17
年
10
月
〜
18
年
３
月)

、
第
２
期

(

18
年
４
月
〜
10
月)

と
実
施
し
ま
し
た
。当
初
は
10
月
で
終
了
す
る

予
定
で
し
た
が
、利
用
者
の
強
い
要
望
を
受
け
19
年
３
月
ま
で
運
行

期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、
第
１
期
・
第
２
期
試
行
運
行
期
間
中
の
ま
と
め
と
、
今

年
８
月
に
実
施
し
た
試
行
運
行
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

600人

400人

200人

0人

250人

200人

150人

100人

50人

0人

100人

50人

0人

0％

10％

20％

シ
ー
と
も
、
利
用
者
の
大
半
は
60

歳
代
以
上
の
高
齢
者
で
、
そ
の
多

く
は
女
性
で
し
た
。

　
利
用
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る

と
、
コ
ミ
バ
ス
の
利
用
目
的
は
、

鶴
の
湯
温
泉
や
国
民
宿
舎
紀
州
路

み
な
べ
な
ど
へ
の
行
き
帰
り
が
上

位
を
占
め
、
通
院
、
買
い
物
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
・
山
間
部

(

高
城
・
清
川)

は
通
院
が
一
番
多

く
、
買
い
物
、
温
泉
行
き
が
続
い

て
い
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
・
岩
代
の
利
用
は
第
１
期
は

す
。
町
負
担
分
は
１
０
６
２
万
１

０
９
０
円
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

大
部
分
は
国
か
ら
特
別
交
付
税
と

し
て
措
置(

支
給)

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
運
賃
収
入
は
コ
ミ
バ
ス
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
も
、
利
用
者
に

運
賃
と
し
て
１
運
行
に
つ
き
２
０

０
円(

但
し
、
小
学
生
は
１
０
０

円
・
乳
幼
児
は
無
料)

を
負
担
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
運

賃
収
入
が
運
行
経
費
に
占
め
る
割

合
は
、
開
始
当
時
の
10
月
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
・
山
間
部
が
９
・
５
％

と
最
も
高
く
、
次
い
で
コ
ミ
バ
ス

(

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
　

 

次
ペ
ー
ジ
へ)
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▽
「
地
域
に
よ
っ
て
利
用
目
的
が

異
な
る
と
思
う
の
で
、
町
外
へ
も

運
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
一
部
の

人
の
優
遇
に
な
る
と
思
う
」

　
11
月
１
日(

水)

、
第
１
期
・
第
２

期
試
行
運
行
期
間
中
の
実
績
と
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と

に
、
第
６
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

等
試
行
運
行
検
討
委
員
会
が
役
場

第
１
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
本
格
運
行
の
可

否
や
運
賃
の
額
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
▼
実
績
と
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
町
に
定
着
し
つ

つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
続

け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
▼
本
格

運
行
は
平
成
19
年
４
月
か
ら
が
望

ま
し
い
、
▼
運
行
方
式
は
現
行
の

デ
マ
ン
ド
方
式
が
望
ま
し
い
、
▼

運
賃
は
一
律
３
０
０
円
が
望
ま
し

い
と
、
委
員
会
と
し
て
の
方
針
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
方
針
は
、
委
員
会

か
ら
山
田
五
良
町
長
へ
12
月
１
日

(

金)

に
提
言
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　「
や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
世

帯
に
対
す
る
「
値
上
げ
後
の
金
額

は
い
く
ら
が
適
当
か
」
の
問
い
に

は
、「
３
０
０
円
」
が
最
も
多
く
、

「
４
０
０
円
」「
５
０
０
円
」
が
同

じ
割
合
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
欄
に
書
か

れ
た
意
見
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。

▽
「
夫
は
運
転
で
き
る
が
、
け
が

　(

明
光
バ
ス
や
龍
神
バ
ス
な
ど)

路
線
バ
ス
を
、
自
分
や
家
族
が

「
利
用
す
る
」
は
14
％
、「
利
用
し

な
い
」
は
73
％
と
な
っ
て
い
ま
す

(

無
回
答
13
％)

。

　「
利
用
す
る
」
の
地
区
別
で
は
、

清
川
地
区
が
25
・
５
％
と
最
も
高

く
、
岩
代
地
区
が
９
・
２
％
と
最

も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
構

成
別
で
は
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
と
夫
婦
世
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
20

％
近
く
で
、
最
も
低
い
の
は
若
年

夫
婦
世
帯
の
５
・
５
％
で
す
。

　
路
線
バ
ス
利
用
の
目
的
は
、

「
通
院
」
が
46
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
「
買
い
物
」「
通
勤
・
通
学
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
別
で

「
通
院
」
が
最
も
多
い
の
は
清
川

地
区
の
56
％
で
し
た
。

　「
利
用
し
な
い
」
世
帯
に
対
す

る
「
運
行
条
件
が
改
善
さ
れ
た
ら

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
コ
ミ

バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
試
行
運
行
後
の
本
格

運
行
検
討
へ
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
８
月
に

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
全
世
帯

に
お
届
け
し
、
回
収
も
区
長
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
配
布

部
数
４
５
２
６
部
に
対
し
、
有

効
回
収
は
２
９
１
２
部
、
回
収

率
は
64
・
３
％
で
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、「
路

線
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
」、「
コ
ミ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」

で
す
。
そ
の
主
な
集
計
結
果
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

利
用
し
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に

は
、「
す
る
」
が
19
％
、「
し
な
い
」

が
81
％
で
し
た
。
家
族
構
成
別
で

は
、「
す
る
」
の
回
答
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
26
・
４
％
で
し
た
。

　
試
行
運
行
が
行
わ
れ
て
い
る
の

を
「
家
族
全
員
が
知
っ
て
い
る
」

は
63
％
、「
家
族
の
一
部
が
知
っ

て
い
る
」
は
29
％
、「
家
族
全
員
が

知
ら
な
い
」
は
８
％
で
し
た
。

　「
家
族
全
員
が
知
っ
て
い
る
」

の
地
区
別
で
は
、
清
川
地
区
が
84

％
、
高
城
地
区
が
81
％
と
高
く
、

低
い
の
は
岩
代
地
区
の
46
・
９
％

で
し
た
。

　
コ
ミ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

シ
ー
を
「
利
用
し
て
い
る
」
の
は

７
％
、「
以
前
利
用
し
た
が
今
は

し
て
い
な
い
」
は
４
％
、「
利
用
し

て
い
な
い
」
は
89
％
で
し
た
。

　「
利
用
し
て
い
る
」
の
地
区
別

で
は
、
高
城
地
区
が
21
・
８
％
、清

川
地
区
が
19
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
構
成
別
で
は
65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
が
一
番
多
く
、
三

世
代
世
帯
、
64
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
利
用
の
目

的
は
、
「
通

院
」
が
40
・

９
％
と
最
も

多
く
、
次
い

で
娯
楽(

温

泉
行
き
含

む)

、
買
い

物
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
利
用
頻
度

は
、
「
月
に

１
、
２
回
」

が
53

・
６

％
、
「
週
に

１
〜
３
回
」

が
21

・
９

％
、
「
ほ
ぼ

毎
日
」
が

７
・
７
％
と

な
っ
て
い
ま

す
。

運行本数について

運行の時間帯について

運行経路、または行き
先について
目的地までの乗車時間
について
始発便の時間について

最終便の時間について

自宅からバス停までの
距離について
路線バスとの乗り継ぎ
について

　「
利
用
し
て
い
る
」
の
約
８
割

は
女
性
で
す
。
年
代
別
に
み
る
と

70
歳
代
以
上
が
70
％
、
60
歳
代
が

17
・
７
％
、
逆
に
10
・
20
・
30
歳

代
は
１
％
〜
２
・
５
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
コ
ミ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
へ
の
満
足
度
は
表
４

の
通
り
で
す
。
地
区
別
に
み
る

と
、
清
川
、
高
城
、
上
南
部
、
岩

代
地
区
で
は
満
足
の
割
合
が
比
較

的
高
く
、
南
部(

岩
代
除
く)

地
区

で
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
運
行
へ
の
税
金
の
投
入
に
つ

い
て
、「
当
然
」
が
21
・
５
％
、「
一

定
の
利
用
者
負
担
を
求
め
た
上
で

の
投
入
は
や
む
を
得
な
い
」
が

49
・
９
％
、「
反
対
」
は
11
・
５
％

で
し
た
。

　
運
賃
２
０
０
円(

１
回)

に
つ
い

て
、
コ
ミ
バ
ス
は
「
適
切
」
が
45
・

４
％
、「
安
い
」
が
26
・
２
％
、
デ

マ
ン
ド
山
間
部
は
「
適
切
」
が
33
・

７
％
、「
安
い
」
が
44
・
２
％
、
デ

マ
ン
ド
岩
代
は
「
適
切
」
が
33
・
７

％
、「
安
い
」
が
37
・
９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
高
い
」
は
い
ず
れ
も

５
％
以
下
で
し
た
。

　
運
賃
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、

「
や
む
を
得
な
い
」
が
57
・
６
％
、

「
分
か
ら
な
い
」
が
22
・
３
％
、「
反

対
」
が
16
・
２
％
で
し
た
。
地
区

別
で
は
、「
や
む
を
得
な
い
」
が
中

心
部
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
高
く
な

り
、
清
川
地
区
で
は
77
・
７
％
で

し
た
。
逆
に
「
反
対
」
は
中
心
部

に
近
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
、
南

部
地
区
で
18
・
４
％
で
し
た
。

を
し
て
以
来
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

に
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
い
つ
ま

で
も
続
く
こ
と
を
願
う
」

▽
「
こ
の
運
行
が
な
く
な
れ
ば
困

る
人
が
少
な
く
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
１
年
の
試
行
運
行
だ
け
で
判

断
せ
ず
、
税
金
を
投
入
し
て
で
も

続
け
て
あ
げ
る
べ
き
だ
」

▽
「
今
は
自
分
で
運
転
で
き
る
の

で
利
用
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ

は
お
世
話
に
な
る
と
思
う
。
山
間

部
の
足
と
し
て
、
何
と
か
定
着
さ

せ
て
ほ
し
い
」

▽
「
路
線
バ
ス
よ
り
利
用
し
や
す

い
。
少
し
ぐ
ら
い
運
賃
が
上
が
っ

て
も
続
け
て
ほ
し
い
」

▽
「
乗
車
率
が
低
す
ぎ
る
。
ま
た
、

乗
車
す
る
の
が
特
定
の
人
に
限
ら

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
廃
止
の

方
向
で
検
討
す
べ
き
だ
」

▽
「
町
民
の
汗
と
血
が
に
じ
ん
だ

税
金
を
投
入
す
る
の
は
、
財
政
難

を
広
げ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
新
町

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」

▽
「
年
金
暮
ら
し
に
は
値
上
げ
は

辛
い
。
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
や

め
て
ほ
し
い
」

▽
「
安
す
ぎ
る
。
こ
の
ま
ま
続
け

れ
ば
、
結
局
若
い
人
に
負
担
が
か

か
り
、
若
い
人
が
年
老
い
て
利
用

し
た
い
時
に
は
運
行
し
て
い
な
い

と
思
う
。
せ
め
て
10
年
ぐ
ら
い
先

を
見
通
し
て
ほ
し
い
」

▽
「
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
の
た
め
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
よ

う
な
使
い
道
が
で
き
な
い
か
」

▽
「
予
約
の
電
話
を
す
る
の
が
難

し
い
と
い
う
高
齢
者
が
多
い
。
一

定
の
バ
ス
停
で
待
つ
と
い
う
方
式

の
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
」

▽
「
タ
ク
シ
ー
の
割
引
券
な
ど
を

発
行
す
る
ほ
う
が
、
経
費
の
点
で

も
、
利
用
者
の
利
便
性
の
点
で
も

有
効
な
の
で
は
な
い
か
」

▽
「
車
体
を
高
齢
者
で
も
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

※コミバス・デマンドタクシーのお問い合わせは、役場企画管財課(℡72-2142)へどうぞ
６６６６６７７７７７



の
よ
う
な
経
過
措
置
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
う
と
き
は
、
翌
年
度
の
町
県
民

税
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。
但
し
、

そ
の
場
合
、
み
な
べ
町
税
務
課
へ

申
請
が
必
要
で
す
。

（
例 

 

改
正
前
で
あ
れ
ば
所
得
税

広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ広報みなべ

　
平
成
19
年
か
ら
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
か
ら
地
方
へ
本
格
的
に

３
兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
得
税(

国)

と
住
民
税(

地

方)

の
税
率
を
改
め
る
税
制
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
住
民
税(

町
県
民
税)

所
得
割
の

０円
０円
０円

負　担
増減額

給与収入

３００万円
５００万円
７００万円

所得税
124,000
258,000
474,000

町県民税
64,500
163,000
307,000

合　計
188,500
421,000
781,000

税 源 移 譲 前 (単位：円)
所得税
62,000
160,500
376,500

町県民税
126,500
260,500
404,500

合　計
188,500
421,000
781,000

税 源 移 譲 後 (単位：円)

▲ ▲

●給与所得者・独身者の場合

税
率
は
、
平
成
18
年
度
ま
で
課
税

所
得
金
額
が
増
え
る
に
従
っ
て
５

％
、
10
％
、
13
％
と
３
段
階
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
19
年

度
か
ら
一
律
10
％

に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
所
得
税
の
税

率
は
、
４
段
階
か

ら
６
段
階
に
細
分

化
さ
れ
ま
し
た
。

(

表
１)

　
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
の

場
合
、
所
得
税
が

減
り
、
町
県
民
税

が
増
え
ま
す
が
、

合
計
の
税
負
担
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

(

表
２)

税源移譲前・後の住民税(町県民税)と所得税の税率

税源移譲前・後の住民税(町県民税)と所得税の合計額

※給与収入額の10％の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養(16歳～22歳)に該当するものとしています。

０円
０円
０円

負　担
増減額給与収入

３００万円
５００万円
７００万円

所得税
0

119,000
263,000

町県民税
9,000
76,000
196,000

合　計
9,000
195,000
459,000

税 源 移 譲 前 (単位：円)
所得税

0
59,500
165,500

町県民税
9,000
135,500
293,500

合　計
9,000
195,000
459,000

税 源 移 譲 後 (単位：円)

▲ ▲

●給与所得者・夫婦＋子ども２人(うち１人が特定扶養親族)の場合

０円
０円

負　担
増減額事業所得

２００万円
３００万円

所得税
0

85,800

町県民税
5,700
52,900

合　計
5,700
138,700

税 源 移 譲 前 (単位：円)
所得税

0
42,900

町県民税
5,700
95,800

合　計
5,700
138,700

税 源 移 譲 後 (単位：円)▲ ▲

●事業(農・林・漁・商業など)所得者・夫婦＋子ども２人の場合

※社会保険料〔国民健康保険税・国民年金保険料(2人分)〕として、事業所得200万円の場合564,000円、
　300万円の場合622,000円を控除して計算しています。

　
町
県
民
税
と
所
得
税
で
は
、
左

の
表
３
の
よ
う
に
人
的
控
除(

配

偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど)

の

額
に
差
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
同
じ
収
入
金
額
で

も
、
町
県
民
税
の
課
税
標
準
額
は

所
得
税
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
町
県
民
税
の
税
率
を

一
律
10
％
に
し
た
と
き
、
所
得
税

の
税
率
を
引
き
下
げ
た
だ
け
で

は
、
合
計
の
税
負
担
が
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
納
税

者
そ
れ
ぞ
れ
の
人
的
控
除
の
適
用

状
況
に
応
じ
て
町
県
民
税
を
減
額

し
ま
す
。

〔
例 

表
２
の
事
業
所
得
者
の
場

合
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除(

２
人)

の
人
的
控
除
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
町
県
民

税
と
所
得
税
の
差
分(

人
的
控
除

の
差
の
合
計
額
の
５
％)

と
し
て
、

町
県
民
税
か
ら
１
万
円
が
減
額
さ

れ
て
い
ま
す
〕

　
平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
に
住

宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
方
が
、
改
正

に
よ
っ
て
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
に
よ
る
減
税
額
が
減
っ
て
し

町県民税と所得税の人的控除の差

、平成19年度課税分から適用されます。
実際の税負担は平成19年6月分から増額となります。

平成19年1月分から適用されます。
給与所得者は平成19年1月分から、公的年金受給者
は平成19年2月支給分から税額が減額となります。
また、農・林・漁・商業などの事業所得者は確定申
告後の平成20年3月に減額となります。

※

※

か
ら
10
万
円
減
税
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
改
正
に
よ
っ
て
８
万
円
減
税

と
な
っ
た
場
合
、
翌
年
度
の
町
県

民
税
か
ら
差
額
の
２
万
円
が
減
額

で
き
ま
す
）

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
町
県
民
税

所
得
割
額
の
７
・
５
％
相
当
額

(

上
限
２
万
円)

を
控
除
し
て
い
た

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
も
19
年
か
ら
、

税
額
の
10
％
相
当
額(

上
限
12
万

５
千
円)

を
控
除
し
て
い
た
定
率

減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
減
税
さ
れ
て
い
た
税
負

担
が
増
加
と
な
り
ま
す(

税
額
が

増
え
ま
す)

。

　
平
成
18
年
度
の
町
県
民
税
か

ら
、
65
歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計

所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に

対
す
る
老
年
者
非
課
税
措
置
が
廃

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
但
し
、
急
激

な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
次

◎
平
成
18
年
度
は
、
税
額
の
３
分

の
２
を
減
額

◎
平
成
19
年
度
は
、
税
額
の
３
分

の
１
を
減
額

◎
平
成
20
年
度
以
降
は
、
全
額
負

担
（
減
額
な
し
）

 

（
こ
の
経
過
措
置
は
、
昭
和
15
年

１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
が

対
象
に
な
り
ま
す
）

し
て
、
税
収
の
確
保
と
税
負
担

の
公
平
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
み
な
べ
町
で
も
、
税
の
公
平

を
期
す
た
め
、
滞
納
の
解
消
に

独
自
に
一
層
努
力
し
て
い
く
と

共
に
、
今
後
も
機
構
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
納
期
内

納
付
に
つ
い
て
、
ど
う
ぞ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
み
な
べ
町
税
務
課
で
は
、
夜

間
納
税
窓
口
を
12
月
20
日(

水)

午

後
８
時
ま
で
役
場
第
１
庁
舎

(

芝)

で
開
設
し
ま
す
。
昼
間
は

忙
し
く
て
な
か
な
か
納
税
に
行

け
な
い
と
い
う
方
は
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※町県民税についてのお問い合わせは、役場税務課(℡72-2162)へどうぞ

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
大
切
な
財
源
、
市
町
村

税
を
ほ
と
ん
ど
の
住
民
は
き
ち

ん
と
納
税
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
中
に
は
滞
納
し
、
行
政
の
再

度
の
督
促
に
応
じ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
処
理
の
難
し
い
市
町

村
税
の
滞
納
整
理
を
専
門
に
行

う
た
め
、
今
年
４
月
、
県
内
全
市

町
村
が
参
加
し
て
和
歌
山
地
方

税
回
収
機
構
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
設
立
後
、
機
構
は
徹
底
し
た

財
産
調
査
や
差
し
押
さ
え
な
ど

厳
正
な
滞
納
処
分
を
行
っ
た
結

果
、
５
億
５
千
万
円
を
確
保
し

て
い
ま
す(

10
月
末
現
在)

。
機

構
で
は
今
後
も
、
さ
ら
な
る
財

産
の
差
し
押
さ
え
や
差
し
押
さ

え
不
動
産
の
公
売
を
行
う
な
ど

８８８８８９９９９９
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　東吉田の鎌田池では水利が途絶えているため、埋め立てて、同区民
の悲願だった防災公園にする取り組みが行われています。
　10月28日(土)には、同区民らが池の魚など生き物の救出活動を行
いました。数日前から池の水を抜いて、魚を捕まえやすくしてから作
業にかかりました。区民約100人と埋め立てを請け負った業者が参加
して、魚など生き物をたもですくって、別の池に放ちました。
　なお、11月4日(土)には、周りの木の伐採も行いました。

　10月29日(日)、～地域食材で新たな産業興し～「日高の味
交換会」（日高地方生活研究グループ連絡協議会など主催）が
ふれ愛センター（東本庄）で開催され、関係者ら約180人が参
加しました。
　交換会には、「タチウオなます」「さつまいもヨーグルトサラ
ダ」「さんま寿司」「茎わかめの中華風」など、各団体が地域の

「梅酒ケーキ」
南部生活研究
グループ

「きゅうりの梅かつお漬け」
南部川生活研究グループ

「ひじき寿司」
南部町漁協女性部

　11月１日(水)、白梅幼稚園の園児たちが片山清範さん（晩稲）の
畑でサツマイモ掘りをしました。園児たちは「わぁ～おっきぃのとれ
た～」「こっちの方がもっとおっきぃでぇ」と泥だらけになりながら
芋ほりを楽しんでいました。
　同２日(木)、愛之園保育園の園児たちが南部高校園芸科の生徒と一
緒に、先月に同高の農場で収穫させてもらったサツマイモを使って
クッキーを作りました。クッキーができあがると、園児たちの顔もお
いもさんのようにほっくほくでした。

　11月４日(土)、ふるさとウォーク（町
青少年育成町民会議主催）が開かれ、子
どもから大人まで約200人が「大穂手街
道」を歩き、街道沿いの名所や史跡を訪れました。大
穂手街道は、清川から海岸沿いの市街地までの道で、
かつては備長炭などの運搬コースでした。
　今回は受領（東本庄）から三鍋王子（北道）まで
約10 キロを３時間かけて、郷土史家の山本賢さん
（芝）の説明を聞きながら歩きました。

山本さんの話
を真剣に聴く
参加者ら

　11月６日(月)、清川小・中学校PTA合同研修会として和歌山県
立医科大学の出前授業「みんなの食育」が清川小学校で開かれ、清
川小・中の児童、生徒や保護者が熱心に話を聞きました。
　当日の講師を務めたのは「梅干博士」としても知られる宇都宮
洋才さん。宇都宮さんは「朝ごはんをちゃんと食べましょう。朝
食べないと頭が回転しなくて勉強に集中できません」と食の大切
さを話してくれました。

　11月７日(火)、南部小学校５年生が県内唯一の介助犬「北斗」
と暮らしている鈴木喜代子さん（上富田町）に「介助犬について」

　11月３日(金)、新装なった生涯学習センター（谷口）の竣工式が行わ
れました。式では、ジュニアバンドがオープニングを飾り、町民代表ら
によるテープカット、コーラスたんぽぽ、ピッコロ合唱団による合唱、梅
料理の試食会などが行われ、同センターの竣工を盛大に祝いました。
　また11月３日(金)～５日(日)、生涯学習センター（谷口）、南部公民
館（片町）で「第２回みなべ町文化祭・大展覧会」、19日(日)にはふれ愛
センター（東本庄）で「同・芸能まつり」が催され、大勢の人でにぎわ

「テイク、フォン！」と、北斗に携帯電
話を持ってくるよう指示する鈴木さん

いました。大展覧会では、山野草や写
真、絵画など数々の丹精こめた品々が
ずら～っと並びました。芸能まつりで
は、迫力ある北道王子太鼓がオープニ
ングを飾り、三味線やフラダンス、日
本舞踊、コーラスなど町内サークルが
練習の成果を披露しました。

の話を聴きました。鈴木さんは北斗との暮らしを通し
て「介助犬は、障がい者の自立と社会参加を支えてく
れるかけがえのない存在」と話しました。
　同11日(土)には、同校５年生の保護者会主催で「親
子で学ぼう防災」が体育館で行われました。役場防災
担当者から、地震・津波についての話を聴いた後、親
子で保存食の試食をしました。子どもたちは「もしも
の時はこれを食べるんやなぁ」と言いながら保存食の
赤飯を味わっていました。

子どもも大人も一
緒に魚の救出を見
守っています

「
お
っ
き
ぃ
の
と
れ
た
〜
」
と
喜

ぶ
白
梅
幼
稚
園
の
園
児

「おいしいクッキー
ができますように」
と一生懸命混ぜる愛
之園保育園の園児

特産物を使ったアイデア料理や
自慢料理が出品され、参加者全
員による試食会もありました。

18、19日には、芝区で区民が作品を持
ち寄ってミニ文化展が行われました。

右から、池本文一・町文化協会会長、井上光
博・町議会議長、植野恵理奈・上南部中生徒
会長、岡本千鶴・上南部小児童会長、山田五
良町長、大野征生・町教育委員長

見事な演奏と歌声を披露する出演者ら
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　10月30日(月)、「紀州・山の日」のマスコットキャラクター・「キ
ノピー」が上南部保育所を訪れ、園児たちに山の話をいっぱいして
くれました。
　キノピーが「11月７日は紀州・山の日だよ。みんな、お山が大好
きだね。お山を大切にしてね！」と紙芝居をすると、子どもたちは
大喜びでした。（「キノピー」は杉の木の子どもをモチーフにした
キャラクターです。）

　11月13日(月)、南部小学校新校舎の起工
式が行われ、業者、行政、学校関係者ら約70
人が工事の安全を祈願しました。
　新校舎は鉄筋コンクリート３階建てで、地震などの揺れを半減させる免震構造が施されま
す。建設費は約10億5000万円で、平成19年 12月の完成予定です。
　起工式では、山田五良町長が「新校舎の建設は、合併後、継続して使うものが多い中、新
しく作るものなので非常に感慨深い。工事期間中は工事関係者らはもちろん、子どもたち、
地域の人たちにケガのないよう、何事もなく完成することを祈ります」とあいさつしました。

南部小学校新校舎完成予想図

神事を行う山田町長

　11月 14日(火)、上南部小・中学校のEPP（イングリッシュパ
ワーアッププログラム事業）研究発表会が上南部小学校で行われ
ました。
　午前中、公開授業が行われ、中学校の生徒たちも小学校の児童
たちもなるべく日本語を使わないように、英語で歌を歌ったり、
会話したり、また一緒にゲームをしたりしました。
　午後からは、協議会・全体会が行われ、町内外から集まった先
生らがこの事業の成果や課題などを話し合いました。

中学校のお兄さんお姉さんと一緒に英語でカルタ
ゲームをする小学校の児童たち

　11月８日(水)、南部中学校で不審者の侵入を想定した
避難訓練が行われました。
　不審者に扮した警察官が玄関に近い３年A組の教室に刃

不審者を取り押さえる先生ら

不審者に捕まれたときの回避
の仕方を練習する生徒たち

物を持って侵入。生徒たちは先生の指示に従って教室から脱出し、先生
らが不審者を取り押さえました。
　この後、体育館で全体会を開いて、西垣哲雄校長は「現実は想定外の
ことが起きます。まずは自分の命を守るため、どうすれば良いか考えよ
う」と生徒たちに話しました。
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ゆめよみ館・子ども向け
●それいけ！さかなくん！(ﾙｰｼｰ･
ｶｽﾞﾝｽﾞ)●あなたのいえ わたしの
いえ(かこさとし)●ラン パン　
パン(ﾎｾ･ｱﾙｴｺﾞ)●モコモコちゃ
ん家出する(角野栄子)●トモ、ぼ
くは元気です(香坂直)●虎の弟
子(ﾛｰﾚﾝｽ･ｲｪｯﾌﾟ)●心の宝箱にし
まう15のファンタジー(ｼﾞｮｰﾝ･
ｴｲｷﾝ)●宇宙の旅 太陽系・銀河
系をゆく(的川泰宣)●親子で楽し
く“ぬう”と“あむ”(熊田まり)
●わたしたちと裁判(後藤昭)

●Ｋの日々(大沢在昌)●風林火山
(井上靖)●まだ生きている－我が
老後－(佐藤愛子)●わたしを離さ
ないで(ｶｽﾞｵ･ｲｼｸﾞﾛ)●英傑の日本
史(井沢元彦)●心にナイフをしの
ばせて(奥野修司)●わかってあげ
よう介護以前の親の心と体(下仲
順子)●私のすすめる健康の秘義
(日野原重明) ●老猫さんの医・
食・住(井上緑)●ぐっとくる題名
(ブルボン小林)

　アフガニスタンのパンシール
峡谷。その険しい山路を、子ども
たちは１～２時間かけて山の学
校へ通います。椅子も机も、運動
場もないけれど、知らないこと
を学び、友達に会える学校に来
ることは、子どもたちにとって
大きな喜び。そんな子どもたち
の厳しい暮らしを美しい写真で
綴っています。

遠藤周作(海竜社)

「手紙は“読む人の身になって”
の一言につきる」。没後10年目に
発見された原稿は、手紙の書き
方の指南書だった。恋しい人に、
病んでいる友に、心に響く手紙
を書くためのちょっとした心遣
いをユーモアたっぷりに語る。

上南部分館・大人向け
●数学的にありえない・上下(A･
ﾌｧｳﾗｰ)●ニッケル・アンド・ダ
イムド(B･ｴｰﾚﾝﾗｲｸ)●発表会の
ための少女の服(かわいきみ子)

　ＮＨＫテレビ「趣味の園芸」
でおなじみの著者が、日本の四
季をいろどる 48 の花をとりあ
げたエッセイ。梅、すみれ、あ
じさい、彼岸花、萩…、日本の
風景に欠かせない花ばかり。こ
ぼれ話や、きれいに咲かせる一
口アドバイスも。キミコ方式で
開眼した画家が一点ずつ、細密
であたたかな絵を添えている。

ゆめよみ館・大人向け

柳 

宗
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ち
く
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(
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日
本
の
花

上南部分館・子ども向け
●チャスとリサ、台所でパンダ
に会う(F･ﾚﾎﾞｳｨｯﾂ)●動物と向
き合って生きる 旭山動物園獣
医(板東元)●あたらしい戦争っ
てなんだろう？(山中恒・典子)

 2日(土) わくわくタイム(10:30～)、
　　おはなし会(14:00～)
 4日(月) 休館
 9日(土) おはなし会(14:00～)
11日(月) 休館
14日(木) 

(10:30～)(12月は14日
　のみ)
16日(土) 

(14:00～)

18日(月) 休館
23日(土) 休館(天皇誕生日)
25日(月) 休館
28日(木)～ 1月 4日(木) 休館(月末
　　整理日含む)
1月6日(土) わくわくタイム(10:30
　　～)、おはなし会(14:00～)

十
頁
だ
け 

読
ん
で
ご
ら
ん

な
さ
い
。
十
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の
本
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　11月3日(金)、生涯学習センターの新装オープン
と共に、センター内1階の町立図書館上南部分館
も、改装前より約1.5倍広くなって開館しました。
そして、本を借りる方法も変わりました。借りたり
返したりが、ゆめよみ館と同じようにコンピュータ
で管理できるようになったのです。
　借りるときは、◎これまで分館で本を借りたこと

のある方はすでに登録していますので、名前を言ってもらうだけでＯＫです。◎初めての

方は、まずカウンターで名前、住
所、電話番号などを登録してく
ださい。◎ゆめよみ館の利用
カードを持っている方は、その
カードで借りることができます。
　では、分館で、そしてゆめよみ
館でもたくさん本を借りてくだ
さい。お待ちしています。
　なお、どちらも、1人で借りる
ことができるのは５冊までです。

11月 9日(木)、初めての「ちいさいひとのためのおは
なし会」(対象：0～3歳のお子さんと保護者)を開いたと
ころ、5組のご家族が参加してくれました。会は、「とと
けっこー」の歌であいさつしたり、ボランティアの幸子
さんが絵本を読んでくれたり、みんなで「おすわりやー
す いすどっせ」「うまは としとし」などのわらべうた
で遊んだりして、楽しい時間となりました。
　今後も毎月第2・第4木曜日に行いますので、どうぞ
ご参加ください。（12 月の第４木曜日はお休みです）

はさみを使って切り絵を作ります。
画用紙にはって、すてきな作品を作
りましょう。自分ではさみを使える
お子さんから参加できます。

「この本を借ります」、「はい」
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10月届出分・敬称略
「おめでた」「おくやみ」とも了承を
いただいた方だけを掲載しています( )

(件)(10月31日現在)

本郷　 106／129(82.2%)(前月比±0)
共和西  31／ 77(40.3%)(前月比±0)
西本庄 165／264(62.5%)(前月比＋3)
晩稲熊岡 75／ 364(20.6%)(前月比＋5)

公共下水
737／約1,300

(56.7%)
 (前月比＋22)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

農 業 集 落 排 水
西岩代 110／ 129(85.3%)(前月比±0)
東岩代 142／ 181(78.5%)(前月比±0)
受領　  33／ 35(94.3%)(前月比±0)
共和東 211／ 260(81.2%)(前月比＋1)

出生
死亡
転入
転出

平成18年 10月末現在（前月比）

男
女
人口
世帯数

  7,048人
  7,702人
 14,750人
4,629世帯

 12人
7人
21人
27人

(＋１人）
(－２人）
(－１人）
(＋３世帯）

10月中の異動

　このほど日高地方租税教育推進協議会が主催して行った平成
18年度税に関する中学生の標語コンクールで、次の生徒たちが
受賞しました。
■優秀賞　深山世理奈（南部中３年）、中本涼太（上南部中３
年）、榎本愛奈（清川中２年）
■佳作　形部匠（南部中１年）、井口創太（同２年）、竹本祐介
（同２年）、中家晃佑（同２年）、羽柿友祐（同２年）、山ノ内達
也（同２年）、青木涼（同３年）、大江佐季（同３年）、片井智久
（同３年）、阪本雄平（同３年）、久保量子（上南部１年）、前山
紗里（同１年）、中野愛理（同２年）、大野弥生（同３年）、水﨑
優子（同３年）、中井貴章（同３年）、鎌倉健（高城中１年）、森
岡良太（同２年）、平野善之（同３年）、前芝早紀（清川中１年）

（敬称略）

　日高納税貯蓄組合連合会と(社)御坊納税協会が
共催して行った平成18年度中学生税の作文コン
クールで、次の生徒たちが受賞しました。
■最優秀賞　阪口衣里（南部中３年）
■優秀賞　池添早紀子（上南部中３年）
■佳作　植野紫穂（南部中１年）、楠本紋加（同
１年）、鈴木美和（同１年）、爰川亜有美（同２年）、
竹本祐介（同２年）、深山世理奈（同３年）、武田
莉子（上南部中１年）、石川悟士（同３年）、中島
有沙子（同３年）、番匠萌美（同３年）、越本芽衣
（高城中１年）、前田安衣梨（同２年）、仁木麻実
（清川中２年）

　南部高校軟式野球部が11月６日(月)、奈良県で行われた秋季
近畿地区高校軟式野球大会決勝戦で滋賀県代表の比叡山高校を
２－０で破り、２年連続２回目の優勝を果たしました。
　なお、この試合で同部の九谷青孝投手（東本庄）が秋季近畿
大会では初めてという完全試合を成し遂げました。

　各都道府県で優秀な記録を出した選手が
選抜されて出場するジュニアオリンピッ
ク。その第37回陸上競技の部が10月27日
(金)～29日(日)、横浜市で開催され、町内
から次の２人が出場しました。
■大﨑かなさん（南部中２年）
　女子２年砲丸投げの部に出場し、13㍍16
の自己ベストで４位に入賞しました。
■中嶋　司くん（上南部中３年）
　男子３年3000㍍の部に出場し、８分59
秒 87 の自己ベストを出しましたが残念な
がら決勝進出はなりませんでした。

中
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(みなべ町社会福祉センター)トレーニング教室
12月1日(金)・8日(金)・15日(金)・22日(金) 18:00～21:00

　～ふれ愛センター～　
12月 7日(木)・21日(木) 13:30～ 15:00

 (場所 ふれ愛センター)
事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

１ 歳 ６ か 月 児 健 診

12月８日(金) 12:50～13:20

(南部中３年生が思春期体験学習で健診のお手伝い)

４ か 月 児 健 診
(平成18年 8月生まれ)

12月13日(水) 13:00～13:30
(平成17年 4月・5月1～20日生まれ)

南部保育所(℡72-4520)
高城保育所(℡75-2044)
清川保育所(℡76-2251)
上南部保育所(℡74-3022)

22日(金)10:00～ 11:00
22日(金)10:00～ 11:00
22日(金)10:00～ 11:00
　お　休　み

献血の際、恐れ入りますが、本人であることを証明でき
るもの(運転免許証、保険証など)をご持参ください。

田辺赤十字血液センターからお願い

南部ライオンズ
クラブ共催

 9:00～ 10:30
11:30～ 13:00
14:30～ 16:00

堺漁港
ミナベ化工㈱様前
はあと館前(片町)

 (場所 ふれ愛センター)
事　　業　　名 実  施  日 受 付 時 間

※ 対象のお子さんには、それぞれ案内状(問診票同封)を郵送します。

新二種混合予防接種 12月 20日(水) 13:00～13:20

■対象　平成17年 9月 1日～11月 30日生まれのお子
(麻しん・風しん)

さんと、１歳以上2歳未満で麻しん・風しんの両方の
予防接種を済ませていないお子さん

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 12月 19日(火) 13:00～13:20
■対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん

　寒くなりましたね。風邪やインフルエンザに罹って
はいませんか。これらの予防は、まずは「うがい・手洗
い・休養・栄養」が基本です。
　なお、65歳以上の皆さんには、10月末にインフルエ
ンザ予防接種(自己負担1,000円必要)のご案内を差し上
げています。接種期間は11月初め～12月末です。「接
種したいが、まだ済ませていない」という方は、あらか
じめ医療機関に問い合わせてからおでかけください。

◆診療科目  内科・小児科・歯科の応急診療
◆診療時間  9:30～ 12:00、13:00～ 17:30
◆受付時間  9:00～ 11:30、13:00～ 17:00

(田辺市湊・田辺市民総合センター内、℡26-4909)

     (問い合わせは、愛之園保育園 ℡72-2371 へ)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

(場所 ふれ愛センター)

　

内　　　　　　容 実 施 日 受付時間

12月7日(木)14:00～15:30
正しい食生活と食育を！

12月4日(月)14:00～15:30楽しいマタニティライフのために

（妊娠中の栄養・赤ちゃんの栄養に
ついて/調理実習をしながら交流会）

（妊娠中の日常生活、出産について）

12月9日(土)14:00～15:30

12月14日(木)19:00～20:30

こんにちは 赤ちゃん！
（子育てを楽しもう！沐浴実習など）

講師

栄養士
保健師

助産師

保健師

保健師
楽しいマタニティライフのために
（妊娠中の日常生活について）

　高齢者の皆さんに、寝たきりや閉じこもりになら
ず、いつまでもすこやかに毎日を過ごしていただくた
めに、介護予防おたっしゃ講座を開催します。講師は、
訪問看護ステーションふるさと(田辺市)の理学療法士
鳥渕佳寿さんです。
　皆さん、ぜひお誘い合わせて参加し、転倒予防の正
しい知識を身につけて、足腰を丈夫にし、寝たきり予
防のための取り組みのスタートにしてください。
　前もっての参加申し込みは不要です。当日、動きや
すい格好で、朝10時までにふれ愛センターへおいでく
ださい(上履き用の靴がある方はご持参ください)。

　中高年の皆さんの元気な体づくりのために、来
年1月 16日～3月 27日まで毎週火曜日、開催し
ます(全 11 回)。内容はストレッチ運動、筋力ト
レーニングなどです。定員は20人、申し込み期限
は12月 15日(金)です。問い合わせと申し込みは、
地域包括支援センター(ふれ愛センター内 土井・
庄司・長坂、℡74-8065)へお気軽にどうぞ！
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町の花 町の木

町の魚町の鳥

　町は10月から、障がいを持っている方やその家族の方のために、下記の
事業所に委託して相談支援事業を行っています。各事業所は、相談者がより
良い福祉サービスを受けられて、安心して暮らすことができるよう相談に
のってくれますので、どうぞご遠慮なく何でも相談してください。(相談は無
料で、個人情報が外部に漏れることはありません)
■主に知的・身体障がいのある方の相談を受ける事業所
　(社)県福祉事業団・生活サポートセンター「ゆう」
　　　〒649-2102 西牟婁郡上富田町岩田2456-1、℡83-2760・FAX47-3796
　　　(土日・祝日、夜間、緊急時の場合は、専用携帯電話 090-5121-6022
　　　 へ連絡してください。メールは support-yu@docomo.ne.jp です)
■主に精神障がいのある方の相談を受ける事業所
　　やおき福祉会・みなべ町すまいる作業所
　　　〒645-0004 みなべ町芝569、℡72-5643
　相談受付時間は、「ゆう」が月～金曜日、午前8時30分～午後6時、すま
いる作業所が月～金曜日、午前8時30分～午後5時です。
　それから、町内には、身近で頼りになる相談相手として、次の知的障害者
相談員さん、身体障害者相談員さんがおられます。親身になって相談にのっ
てくれますのでご遠慮なく連絡してください。
●知的障害者相談員(主に知的障がいのある方や家族の方の相談を受けます)
　　塩路美鈴さん(芝)
　　佐々木龍雄さん(東本庄)
●身体障害者相談員(主に身体障がいのある方や家族の方の相談を受けます)
　　北山守典さん(芝)　 濵本洋子さん(堺)
　　田端　純さん(清川)

担当 健康福祉課 ℡74-3337

　今年も12月31日現在で、工業統
計調査(経済産業省所管)が実施され
ます。
　工業統計調査は、製造業を営むす
べての事業所を対象として、その活
動実態を明らかにすることを目的と
して実施されます。
　調査票の内容は統計法に基づいて
秘密厳守され、ほかの目的に使われ
ることはありませんので、正確なご
記入をお願いします。
　町内の対象となる約120の事業所
には、年末から年始にかけて調査員
がお伺いしますので、ご協力をお願
いします。

担当  企画管財課℡72-2142

　ビデオテープやカセットテープには
金属が含まれており適正に処理する必
要があります。そのためテープ類だけ
の一斉回収を次の通り行います。
※プラスチックごみ回収日に行いま
　すので、他のプラスチックごみ類
　とは別に、テープ類だけ資源ごみ
　用指定袋に入れてください。
●12月5日(火)→埴田、梅ヶ丘団地、
鹿島台、片町、新町、北道、上南部
地区、熊瀬川
●12月6日(水)→堺、南道、中島、芝、
矢谷、芝崎、東吉田、気佐藤、新庄、
千鹿浦、山内、東・西岩代、高城地
区(熊瀬川除く)、清川地区

担当  環境課℡72-3111
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（直通電話）
役場への電話は、代表番号

(℡72-2015)へかけると転送する時間が
かかりますので、できるだけ用事のあ
る課の直通番号へかけてください。

町 民 課
保 険 課
税 務 課
環 境 課
水 道 課
出 納 室
共通ＦＡＸ
総 務 課
商工水産課
企画管財課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
町民課窓口
う め 課
農 林 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
地籍調査課
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課

72-2161
72-2544
72-2162
72-3111
72-3085
72-2596
72-3893
72-2015
72-1337
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-2400
74-3276
74-3275
74-3277
74-2367
74-3335
74-3347
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

はあと館

生涯学習
センター

１階

２階

１階

２階

１階

１階

１階

２階

庁　　　舎 所　　属 電話番号

浄化センター １階

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-5610
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー
Ｆ Ａ Ｘ
健康福祉課窓口
地域包括支援
センター窓口
Ｆ Ａ Ｘ
下 水 道 課
Ｆ Ａ Ｘ
生涯学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
学校教育課
Ｆ Ａ Ｘ

(社会福祉
 センター)

74-8065
72-1165
74-8013
72-5252
72-5611

青少年センター(住民会館)
高城公民館（高城支所）
清川公民館（清川支所）
南部公民館
南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 72-4141
℡ 75-2455
℡ 76-2250
℡ 72-1400
℡ 72-2127
℡ 72-1410
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

　12月17日(日)は、県知事選挙の投票日(投票時間は午前7時～午後6時)。
　ご存じのようにいろいろな経過があっての選挙ですが、だからこそ、こ
れからの和歌山の行方は皆さんの投票にかかっていると言っても過言では
ありません。皆さんの大切な一票をぜひ生かしてください。
　なお、選挙告示日(11月30日(木))の翌日の12月1日(金)～16日(土)まで、
期日前投票や不在者投票ができます。投票日当日、都合があって投票所へ
行けないという方はご利用ください。
■期日前投票

■不在者投票

　くわしくは、町選挙管理委員会(総務課内)へお問い合わせください。

投票に関する問い合わせは
  町選挙管理委員会(℡72-2015)へ

午前8時30分～午後8時まで、役場第1庁舎(芝)でで
きます。
※県選挙管理委員会指定の病院や施設に入院、入所し
　ている方は、その病院や施設で投票できます。
※体に一定の重度障がいがある方、要介護５と認定さ
　れた方は、郵便による投票ができます。但し、事前
　に申請が必要ですので、希望される方は早めに手続
　きをしてください。また、投票用紙の請求は12月13
　日(水)までです。

　今年を締めくくる第４回定例町議
会(12月議会)は、12月7日(木)～20
日(水)まで開会される予定です。
　年末でいろいろ忙しいとは思いま
すが、ぜひお誘い合わせて傍聴にお
いでください。
　くわしくは議会事務局へ。

　なお、11月6日(月)、第3回臨時町
議会が開会され、慎重審議の結果、
次の案件が同意、可決されました。
■教育委員会委員の任命について
　教育委員会委員として小谷眞千子
さん(芝)を任命することが同意され

担当 議会事務局 ℡72-1334

ました。小谷さんは
2期目です。
　なお、同日、教育
委員会が開催され、
互選により、教育委
員会委員長に寺谷崇

さん(清川)、同職務代行に小谷さん
が選任されました。
■町道新殿開南部川線橋梁新設(右
岸橋台)工事及び町道新殿開南部川
線右岸道路改良工事請負契約の締結
について
　指名競争入札の結果、次のように
㈱池田土木(芝崎)と契約を締結する
ことが可決されました。
◎町道新殿開南部川線橋梁新設(右
岸橋台)工事　5,910万6,600円
◎町道新殿開南部川線右岸道路改良
工事　1,384万7,400円

小谷眞千子さん
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　国民年金に加入している皆さん、
もう社会保険料(国民年金保険料)控
除証明書は届いていますか。
　支払った国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象となるため税
金が安くなります。控除証明書はそ
れを証明する書類です。
　控除証明書は年末調整や確定申告
の際、添付が義務付けられています
ので、大切に保管しておいてくださ
い。
　くわしくは、田辺社会保険事務所
国民年金課(℡24-0432)、または社
会保険庁・控除証明書専用ダイヤル
(℡0570-009911)へ。
☆社会保険庁ＨＰ
　　http://www.sia.go.jp

れまで通り現況届などが送られます
ので、必ず提出してください。

　また、老齢や退職の年金を受給し
ている方には、来年1月下旬、平成
18 年分の源泉徴収票が社会保険業
務センターから送られてきます。
　源泉徴収票は確定申告をするとき
に必要ですので、大切に保管してく
ださい。
※障害年金、遺族年金の受給者は課
　税の対象になりませんので、源泉
　徴収票は送られてきません。
　くわしくは、現況届、源泉徴収票
とも、「ねんきんダイヤル」(℡0570-
07-1165)か、田辺社会保険事務所年
金給付課(℡24-0435)へ。

担当 町民課℡72-2162

　これまで年金を受給している皆さ
んには、生存を確認するために、毎
年誕生月に現況届(はがき)を社会保
険庁へ提出してもらっていました。
　それが今年から、住民基本台帳
ネットワークシステムを活用して現
況確認ができるようになったこと
で、12月以降生まれの皆さんから、
現況届を提出してもらう必要がなく
なりました。
　ですから、12月以降生まれで「ま
だ現況届のはがきが来ない」と思っ
ている方がおられたら、どうぞご心
配なく。
　ただし、住民基本台帳ネットワー
クシステムで確認できない方にはこ
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　町営住宅入居希望世帯を次の通り募集します。募集
期間は12月1日(金)～22日(金)です(土・日除く)。お申
し込みと問い合わせは、企画管財課へ。

　募集締め切り後、選考委員会で審査を行い、優先入居
の有無や抽選対象世帯などを決めます。優先入居が無
い場合は、抽選対象世帯による公開抽選を行います。

■入居募集住宅

■入居申し込み資格
①現に同居し、または同居しようとする親族
(結婚予定者含む)がいる。
※猪野南部は、単身入居の場合、裁量階層の
　方〔51歳以上(昭和31年4月1日以前生ま
　れ)の方か、障がいのある方〕。
※清川は、住宅入居後、町内に定住できる方。
②市町村税などに滞納がない。
③住宅に困窮していることが明らかである。
④入居契約時の敷金(家賃3か月分)、毎月の
　家賃が払える。

■入居申し込み時に必要な書類
①入居申込書(企画管財課にあります)　　
②世帯員全員の住民票
③世帯員全員の平成18年度所得証明書(乳幼児～高校生は除く)　
④世帯員全員の平成17年度・18年度市区町村税納税証明書(同上)　
⑤清川へ入居希望の方は、①～④のほか、平成17年度・18年度国税と
　都道府県税の納税証明書、希望する理由書(Ｕ・Ｊ・Ｉターンである等)
⑥そのほか町が必要とする書類(企画管財課で確認してください)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

申し込み資格要件に該当しない場合や、提出書類に不備がある場合は、受け付けできません。申し込みを
希望される方は、提出前に企画管財課でご確認ください。

裁量階層とは、◎世帯員全員が51歳以上である(18歳未満の同
居親族がいる場合も可)、◎本人または同居親族が、１～４級の
障がいを持つなどの心身障がい者である世帯、などをいいます。

※

(※猪野南部はオークワ南部店様近く、清川は清川小学校の川向かい)

世帯員の合計月収が137,700
円以内(裁量階層の世帯の
場合は178,000円)
世帯員の合計月収が200,000
円以内(裁量階層の世帯の
場合は268,000円)

世 帯 の 月 収 要 件建設年度

昭 和
47 年

中層耐火造・４階建
集合住宅／２ＤＫ

平 成
12 年

団地名 種別 構造/間取 家賃(月額)

猪 野
南 部

清 川

改良

定住
促進

木造２階建／３ＤＫ

●１～２人世帯／●１年以上
町内に住所がある方、また
は町内に勤務している方
●３人以上世帯／●Ｕター
ン・Ｊターン・Ｉターン者で
ある方

入居対象世帯/入居申し込み資格

7,400～
 10,700円

17,900～
 39,400円

募集戸数

２戸

１戸

駐車場

無

有

※
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■募集人員　若干名
■対象となる学校とそれぞれの奨学金額(月額)
◎高等学校　15,000円以内　　　　　　　　
◎専修学校高等課程　15,000円以内
◎高等専門学校(1～ 3年生)　15,000円以内　
◎専修学校専門課程　40,000円以内
◎高等専門学校(4～ 5年生)　40,000円以内　
◎短期大学　40,000円以内
◎大学　40,000円以内　◎大学院　40,000円以内
(専修学校は、文部科学省か都道府県知事が認可した
ものに限ります)

担当 学校教育課 ℡74-2191

　町は、向学心に燃えてがんばっているが、経済的に
苦しく学費をまかなうことが困難な町内の生徒や学生
に対して、貸付基金を設け修学のための経費の一部と

して奨学金を貸し付けしています。
　平成19年度新規奨学生を次の通り募集します。

■対象者
　対象となる学校へ入学する
方、または在校生
■申し込み方法
　申込書を学校教育課(谷口、
生涯学習センター２階)へ　
提出してください。在学生は在学証明書も添えてくだ
さい。申込書は学校教育課にあります。
■申込期限　平成19年４月27日(金)午後３時まで
■採用の決定
　選考委員会で選考の上、決定し通知します。

担当　南部幼稚園臨時教諭
　　  　→学校教育課℡74-2191
　　　町立保育所臨時保育士
　　　　→町民課℡72-2161　

　11月中ごろ、ある方が「こんな封書が送られてきたのだが…」と商工
水産課へ相談に来られました。見ると、差出人は「東京都中央区…、訴訟
執行事務局」、内容は「貴殿が料金を未納であるため、契約会社が民事訴
訟を行う。当事務局はその正当性を確認する機関である。云々」とありま
す。そして、最後に「身に覚えがない場合は、℡03-52●●-●●●●へ早
急に連絡を」とありました。
　もちろん、この方には身に覚えなどありません。また、公的にそんな事
務局など存在しません。これは架空請求の一種で、不安をあおってその電
話番号へ連絡させるための手口なのです。もし、連絡をすれば身に覚えの
ない料金を払わされることになりかねません。
　年末を控え、このような封書、はがきなどが届いても、「身に覚えのな
い請求は無視」、「うまい話はまず疑う」で、あわてずに対処してください。
　もし、不安なときは、ご遠慮なく消費生活センター紀南支所(℡24-
0999)か、役場商工水産課へご相談ください。

　南部幼稚園臨時教諭と町立保育所
臨時保育士を次の通り募集します。
■募集人員
※幼稚園　1人
※保育所　若干名
■応募資格　
※幼稚園：幼稚園教諭資格取得者　
　(来年3月末までに資格取得見込者可)
※保育所：保育士資格取得者(来年3
　月末までに資格取得見込者可)
■採用予定期間　平成19年4月1日
～平成20年3月31日まで1年間
■募集期間　12月 11日(月)～ 12月
25日(月)午後5時まで(土・日除く)
■必要書類　履歴書(市販品可)、健
康診断書、資格証の写し(幼稚園は
幼稚園教諭免状の写し・保育所は保
育士証の写し)
■問い合わせ・応募先
※幼稚園：学校教育課(谷口、生涯学
　習センター2階)
※保育所：町民課(芝、役場第1庁舎)

1818181818

　平成19年成人式は1月4日(木)で
す。〔紀州南部ロイヤルホテルで、受
付開始12:30～〕
　新成人の皆さん(昭和61年4月 2
日～62年4月1日生まれ)、ぜひ出
席して、大人の仲間入りをする意義

担当 生涯学習課 ℡74-3134

をかみしめてください。そして、懐
かしい顔を見つけて、思い出話に花
を咲かせませんか。
　新成人のおうちの方も来場して共
にお楽しみいただければ幸いです。
　なお、一生に1回の式を自分たち
自身で盛り上げるための実行委員を
募集中です。誘い合って大勢参加し
てください。
　くわしくは生涯学習課へ。

担当 商工水産課 ℡72-1337



　12月23日(土)は祝日(天皇誕生日)
ですが、平常通りごみ収集を行いま
す。土曜日収集地区の皆さんはごみ
を出してください。
　なお、ごみ収集は年末12月30日
(土)まで行います。ごみ焼却場への
直接持ち込みも同日午後３時までで
す。直接持ち込みをされる場合も必
ず指定袋に入れてください。
■ごみ収集は、12月31日(日)から来
　年1月3日(水)まで休みになります
　のでご注意ください。
■し尿等の収集は、年末は12月28
　日(木)まで行います。年始は来年1
　月5日(金)から行います。

　役場の一般業務は12月28日(木)ま
でです。12月29日(金)から来年1月
3 日(水)までは休みになりますので
ご了承ください。〔休みの間は職員
が交代で日直(2人)にあたります〕
　新年の業務は1月4日(木)から通常
通り始まります。
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　人権は、人が人らしく幸福に生きていくために最低
限必要な権利であり、誰もが生まれながらにして持っ
ていて、誰からも侵されることのないものです。
　日本国憲法はその中で、基本原則のひとつとして、
基本的人権の尊重を明記しています。また、20世紀の
2度の世界大戦の反省から、1948年に国連総会で採択
された世界人権宣言の第1条には、「すべての人間は生
まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利につ
いて平等である」とうたわれています。
　私たちは毎日の生活の中で、人権問題を身近な問題
としてとらえているでしょうか。自分の人権だけでは
なく、相手の人権も大切にしていますか。
　人権問題は決してむずかしい問題ではありません。

日常生活の中で、人権や人権問題に関心を持つことが、
その一歩です。
　なお、町は、毎月第2木曜日、行政相談、登記相談
と共に人権相談を開設していますので、何か悩んでお
られることがあればご遠慮なくお越しください(開設日
時と場所は、広報紙「くらしの情報～相談コーナー」で
お確かめください)。
　但し、今月は第2木曜日ではなく、人権週間中の7日
(木)午後1時30分～3時30分、役場第1庁舎で開設し
ます。

担当 総務課℡72-2015

担当  環境課℡72-3111

　11月中ごろ、フィリピンから帰国
した京都市内の男性(60)が現地で犬
にかまれて狂犬病を発症し、亡くな
りました。国内での狂犬病の発症は
36年ぶりになります。
　海外へ行く機会のある方は、次の
ことに注意してください。
※現地で不用意に動物と触れあわな
　い。
※万一、犬などにかまれたときは現
　地の医療機関で受診する。
※帰国後は、現地での受診にかかわ
　らず検疫所〔大坂検疫所(℡06-
　6751-3522)、関西空港検疫所(℡
　0724-55-1283)など〕に相談する。
　　(渡航者向け感染症情報ＨＰ→
　　　http://www.forth.go.jp/)
　また、犬を飼っている皆さん、狂
犬病の予防接種は済ませていますか。
年1回の狂犬病の予防接種は法律で
義務付けられています。もし、まだ
済ませていないという方がおられた
ら、早めに獣医さんに接種しても
らってください。

担当  健康福祉課℡74-3337
　　 環境課℡72-3111　10月27日(金)、ＪＡみなべいなみ

が出願していた「紀州みなべの南高
梅」の商標登録が経済産業省特許庁
から認定されました。
　昭和40年代からＪＡと行政、生産
者が協力して、キャッチフレーズを
「紀州みなべの南高梅」に統一して
ＰＲし、広くその名を知らしめた長
年の活動が認められたものです。

　また、県木炭協同組合が出願して
いた「紀州備長炭」の商標登録も認
定されました。これにより、県内で
生産された備長炭だけが「紀州備長
炭」と呼べます。

担当  うめ課℡74-3276

担当 総務課℡72-2015

　町は、「町長期総合計画」を策定する
にあたり、11月10日(金)～24日(金)ま
で計画案を公開してパブリックコメン
トを実施し、町民の皆さんからのご意
見を募集しました。その結果、１件の
ご意見をいただきました。

担当  企画管財課℡72-2142
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■人権■人権■人権■人権■人権・・・・・行政行政行政行政行政・・・・・登記相談登記相談登記相談登記相談登記相談　
◆とき 12月７日(木)13:30～ 15:30
・ところ　役場第1庁舎(芝)
〔人権→人権擁護委員がお受けしま
す。行政→行政相談員が国・県・町
などへの苦情や要望をお受けしま
す。登記→和歌山地方法務局田辺
支局職員がお受けします〕
■教育相談教育相談教育相談教育相談教育相談(教育相談員)　
◆とき 毎週月～金曜日9:00～17:00
◆ところ 青少年センター(住民会館)
■育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談育児なんでも相談(保健師)　
◆とき 毎週金曜日9:00～ 12:00
◆ところ ふれ愛センター
■暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談暮らしなんでも相談(((((町社協町社協町社協町社協町社協)))))　
◆とき 毎週月～金曜日9:00～16:00
◆ところ 片町 はあと館(社会福祉セ
ンター)

(無料・秘密厳守)

1212121212 月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談月の田辺社会保険事務所年金相談
◆4日・11日・18日・25日→19:00ま
で年金相談窓口の受付時間延長
◆9日(第2土曜日)→8:30～16:00、
年金相談窓口開設。
くわしくは、同事務所(田辺市朝日ヶ
丘 ℡24-0435)へ。

1212121212 月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談月のハローワーク田辺巡回相談
◆ 15日(金)13:30～ 15:30、南部公民
館(片町)で。相談員が求人情報を提
供、また求職の相談を受けます。く
わしくは、同ハローワーク(田辺市朝
日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

　もし、「生活が苦しい」「家族の介
護をどうしよう」「子どもがいじめ
を受けている」など困ったことがあ
りましたら、身近な民生児童委員さ
んに遠慮なくご相談ください。親身
に相談にのってくれ、また行政との
橋渡しをしてくれます。特に子ども
にかかわる問題については、地域担
当の民生児童委員さんと一体になっ
て活動する主任児童委員さんもいま
すので心強いですよ。
　近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、健康福祉課
(℡74-3337、または℡72-5252)へ
お問い合わせください。

　放送大学はテレビやラジオで370
以上の科目から好きな科目を学べ
る通信制大学です。
◆大学教養学部(入学料6,000円～
22,000円、授業料 1科目5,500円)
　　15歳以上なら誰でも選科履修生、　
　　科目履修生として入学でき、1科目
　　からでも学べます。18歳以上で大
　　学入学資格を持っていれば誰でも
　　全科目履修生として入学でき、卒
　　業すると学士の取得ができます。
◆大学院(入学料12,000円・16,000
円、授業料 1科目11,000円)
　　18歳以上なら誰でも修士選科生、
　　修士科目生として入学できます。
　同センターでは、平成19年度第
1期生を12月15日(金)～来年2月15
日(木)まで募集します。この機会に
チャレンジしてみませんか。
　くわしくは、同センター(〒641-
0051 和歌山市西高松1-7-20 和歌
山大学松下会館内)へ。ホームペー
ジは http://www.u-air.ac.jp。

担当 地籍調査課 ℡74-3335

　ただ今、東本庄と清川で平成18年度地籍調査事業の現地調査を実施中
です(来年3月20日(火)まで)。両区の調査区域(字名)は次の通りです。
◆東本庄区内　北ノ垣内、一セ川、鉛岩、井戸ヶ谷、寄込、城六、上谷
◆清川区内　東谷口、南洞、岡田、梅ノ平、中切レ、ザレ、名古良、高
　　　　　　野、中平、有ノ木、栗原山田
　おりしも狩猟期間中でもあります。狩猟をされる方は銃の取り扱いに
は十分注意していただけますようお願いいたします。

▲清川区内の調査区

東本庄区内の調査区▲

うめ21研究センター

辺川会場

みなべ町斎場

木の川消防倉庫

 問合 放送大学和歌山学習センター
 　　　　　　　　　℡ 073-431-0360

　
　建設業労働災害防止協会和歌山県
支部が、作業主任者技能講習会を次
の通り開催します。
「地山の掘削及び土止め支保工」
●とき　来年1月16日(火)～18日(木)
●受講料など　16,500円
●申込受付　12月18日(月)～(定員
になり次第締切)
「石綿」
●とき　来年1月25日(木)・26日(金)
●受講料など　9,900円
●申込受付　12月25日(月)～(定員
になり次第締切)
　いずれも、講義時間は午前9時～
午後5時20分まで、講義場所は和歌
山県勤労福祉会館(プラザホープ)
(和歌山市)です。
　申し込みと問い合わせは、同支部
(℡073-436-1327)へ。

 問合 建設業労働災害防止協会県支部
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■人権・登記・行政相談(13:30
～・役場第１庁舎)
■とっておきの会（13:30～・ふ
れ愛センター）
■高城保、園外保育
■南部保、おもちつき大会
■高城小４年、学習発表
■こうのとりセミナー(14:00～
ふれ愛センター)
■人権研修 トーク＆コンサー
ト(講師：南 修治さん)(19:30
～・生涯学習センター)

■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～)・つどいの広
場 マタニティ･サロン(13:30
～・愛之園保)
■高城保さくら組、特養・梅の
里訪問
■上南部小・高城小、校内マラ
ソン大会
■上南部保、消防防火訓練

■愛之園保、クリスマス礼拝・
祝会(9:00～)

■近畿インドアテニス選手権
(南部中出場・～24日)
■アンサンブルコンテスト(南部
中吹奏楽部出場・紀南文化会館)

■白梅幼、クリスマス会
■清川小、クリスマス集会
■新二種混合予防接種(H17 年
９月１日～11月30日生まれの
お子さんなど)(13:00～・ふれ
愛センター)

■こひつじランド第８回育児講
座 ハッピー★クリスマス会(13:
30～・ふれ愛センター)
■南部保すみれ・あやめ組、クッ
キング
■岩代小5・6年、しめ縄作り
■南部幼・梅組、ゆうゆう館訪問
■愛之園保、避難訓練
■BCG予防接種(生後３か月以上
６か月未満のお子さん)(13:00
～・ふれ愛センター)
■ひかり保、避難訓練

■
(9:00～10:30堺漁港、11:30～13:
00ミナベ化工㈱様前、14:30～16:
00はあと館前)
■高城保、クリスマス会食
■岩代小、きしゅう君の家訪問
■高城小、なわとび集会
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■こひつじらんどよみきかせ
サークル おはなしおはなし
(10:00～・南部公民館)
■とっておきの会（13:30～・ふ
れ愛センター）

■高城保、もちつき大会(9:00～)
■１歳６か月児健診(H17 年 4
月･5月1～20日生まれ)(13:00
～・ふれ愛センター)
■清川小、巡回映画鑑賞

■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～・南部公民館)
■高城保、避難訓練(火災)
■岩代小、クリスマス集会
■高城小、ふれあい作文発表会
■上南部中、校内文化祭
■清川保、もちつき会
■南部幼、クリスマス会

■愛之園保すみれ組、クッキン
グ(手打ちそば)
■南部保・清川保、避難訓練

■ごみ収集最終日(ごみ焼却場
への直接持ち込みは午後３時ま
で)

年末年始(12/30～ 1/3)、もし
急病になったら、田辺広域休日
急患診療所(田辺市民総合セン
ター敷地内、℡26-4909)へ

■未就園児へ保育所開放（南部
保・高城保・清川保）クリスマ
ス会(10:00～)
■上南部保、クリスマス会・避
難訓練
■南部幼・白梅幼・ひかり保・
各小中学校、終業式

■上南部中、廃品回収
■清川中、ふれ愛文化祭

■南部保・高城保・愛之園保、保
育納め
■バレーアンダー14(高城中２
人出場)(ビッグホエールで)
■し尿収集最終日

■こひつじランド つどいの広場
よちよち(10:00～・愛之園保)
■４か月児健診(H18年8月生ま
れ)(12:50～・ふれ愛センター)
(南部中3 年生が思春期体験学
習で健診をお手伝い)
■岩代小、ふれあい作文発表会
■南部小、人権作文発表会

■こひつじランドミュージック
ママ(11:00～・南部公民館)
■南部保、絵本の読み聞かせ

■ひかり保、おゆうぎ会
■第２回町内マラソン大会(9:
00～・須賀神社前)

■こひつじランド星の子広場(1
～ 5歳)(10:00～)・ミュージッ
クママ(11:00～・役場第１庁舎)
■御坊税務署・年末調整説明会
(13:30～・JAみなべいなみ本所)
■高城保、お弁当作り
■清川小、校内マラソン大会
■清川中、心肺蘇生法講習会
■岩代小、巡回映画鑑賞
■岩代小３年、スーパーマー
ケット見学

12月は
◆歳末たすけあい運動(～31日)
◆冬の省エネｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(～3月31日)
◆模倣品・海賊版撲滅ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
(～31日)
◆大気汚染防止推進月間
◆脱スパイクタイヤ推進月間
◆地球温暖化防止推進月間
◆雪崩防災週間(１日～７日)

■愛之園保、X’masバイキング
パーティ

■上南部保・清川保、保育納め

編集後記 早いもので、もう12月。
１年過ぎるのは本当に早いですね。
さて、今年１年を振り返ってみる
と、日高地方駅伝大会で優勝。市町
村対抗ジュニア駅伝で８位入賞。
甲子園での梅干PR「紀州みなべ南
高梅ナイター」。「梅の日」制定。「第
１回町民スポーツ大会」。また自然
現象では、３月末に大量のひょう
が降り、梅に多大な被害。５月・７
月の豪雨による被害。被害と言え
ば、10月の「ATM強盗」など、様々
な出来事がありました。僕はこの
１年間、皆さんに喜んでもらえる
ような広報紙作りに励みましたが、
いかがでしたでしょうか？「まだ
まだや～！」と聞こえてきそうで
す…。来年も頑張らないと。（良太）

■上南部小、クリスマス集会
■南部小６年、南紀養護学校と
の交流
■南部幼・松組、北道訪問
■こうのとりセミナー(19:00
～・ふれ愛センター)

■こひつじランドつどいの広場
きらきら(10:00～・愛之園保)
■愛之園保すみれ組、ゆうゆう
館訪問

■こひつじランドつどいの広場
たんぽぽ(10:00～・愛之園保)
■高城小、避難・消火訓練
■こうのとりセミナー(14:00
～・ふれ愛センター)

■こひつじランドつどいの広場
はいはい(10:00～・愛之園保)
■上南部保、南高生保育体験
(～14日)

■南部中、文化祭
■南部幼、避難訓練(火災)
■清川小1・2年生、社会見学
■こひつじランドつどいの広場
ひまわり(10:00～・愛之園保)

■南部幼、おもちつき
■高城中、野球部親子大会
■介護予防おたっしゃ教室(10:
00～・ふれ愛センター)
■こうのとりセミナー(14:00
～・ふれ愛センター)

■し尿収集開始

■南部小、校内音楽会
■清川中PTA、環境整備・廃品
回収(8:00～)
■あつまれ子どもクッキング
(13:30～・生涯学習センター)

◆人権週間(～10日)

◆世界エイスデー
◆省エネ総点検の日

◆国際障害者デー
◆障害者週間(～９日)

◆世界人権デー

◆北朝鮮人権侵害問題啓発週間
(10日～16日) ■南部高、学習発表会

■あつまれ子どもクッキング
(13:30～・南部公民館)
■高城小PTA、空きびん回収

■ごみ収集開始

　国民健康保険税(6期)
／介護保険料(普通徴収6期)

　堺、南道、中島、芝、矢谷、
芝崎、東吉田、気佐藤、新庄、千
鹿浦、山内、東・西岩代、 高城
(熊瀬川除く)地区、清川地区

　埴田、梅ヶ丘、鹿島台、片
町、新町、北道、上南部地区、
熊瀬川

　文部科学省所管の（財）
国際青少年研修協会では、
平成19 年春休み海外派遣
事業の参加者を募集してい
ます。体験を通してお互い
の理解や交流を深め、国際
性を養うことを目的に実施
します。小中学生の皆さ
ん、参加してみませんか。

【内容】 ホームステイ・学
校体験・英語研修・ボラン
ティア・文化交流・野外活
動・地域見学等
【派遣先】 オーストラリア・
ニュージーランド・カナ
ダ・イギリス・アメリカ・
フィジー・中国
【対象】 小３～高３まで
【参加費】 24.8～35万円
【締切】 H19年２月５日(月)
【問い合わせ・資料請求 】
（財）国際青少年研修協会
住所：〒160-0004 東京都新
宿区四谷2-11 大村ビル３階
電話：03(3359)8421
FAX：03(3354)2207
E-MAIL：info@kskk.or.jp
URL：http://www.kskk.or.jp

■成人式
( 受付開始
12:30～・紀
州南部ロイ
ヤルホテル)

(くわしくは19ページ)

(くわしくは18ページ)
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みなべ町のホームページ
 http://www.town.minabe.lg.jp/

広報みなべは古紙再生率100％
再生紙を使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

　町内の梅生産者約1,300人でつくる紀州みなべ梅干生産者協議会は、合併前の平成15年3月3日
に発足しました。協議会の目的は、関係機関との連携を密にしながら、より安心安全な梅干づくり、
生産の安定と品質の向上、消費拡大につながるＰＲ活動などに取り組み、梅の産地、みなべを盛り上
げていくことです。

会員から寄せられた梅干と、紀州みなべ梅干生産者協議会の
五役さん〔左から、副会長 二葉彰さん(東本庄)、会長 硲
恭弘さん(熊岡)、流通委員長 平定良さん(熊瀬川)、副会長
出口正雄さん(堺)、生産委員長 垣淵元彦さん(東吉田)〕

　さらに、協議会では、平成17年から災害地などへの救
援物資用として、会員に呼びかけて梅干を提供してもらっ
て備蓄しています。きっかけとなったのは、平成16年10
月23日に発生した新潟県中越地震でした。協
議会の監事でもある「梅の郷救助隊」の隊長
尾﨑剛通さん(西岩代)の呼びかけに共感した
協議会・地区代表委員さんが持ち寄った梅干
(10キロ入り)30タルを、尾﨑さんが被災地へ
持って行ったのです。善意のこもった梅干を
被災地の方々は大変喜んでくれたそうです。
　平成17年中に寄せられた梅干は296タルで、その一部を、今年7月末の大雨で大きな被害を受け
た長野県諏訪市、鹿児島県出水市、同大口市、同薩摩川内市、同さつま町、同湧水町へ送り、ここで
も大変感謝されました。

　また、会員からの提案で、全国へのＰＲ用としても活用されてい
ます。今年のお正月には町内各宿泊施設への宿泊客に提供して大変
喜ばれました。8月には南部中学校バレーボール部が徳島県で行われ
た全国大会へ出場した折に全国から集まった選手や応援団に配って
もらいました。ほかにも機会をみては提供しています。なお、広報
11月号で紹介しましたが、10月に東京都で開催された「全国合併市
町村・夢フェスタ2006」でも入場者にプレゼントして喜ばれました。

　協議会では、今年も「被災地への救援物資として、ＰＲ用として、これからもみんなに喜んでもら
うために、たくさん備蓄しておきたいと思います。会員の皆さん、これからも梅干の提供にご協力を
お願いします」と呼びかけています。
　くわしくは、協議会事務局のうめ課(℡74-3276)へお問い合わせください。

平成16年10月、新潟へ向かうために
準備中の梅の郷救助隊と提供された梅
干(ＪＡみなべいなみ統合選課場で)

プレゼント用の梅干パック
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